
犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
月
～
12
月
１
日
日

　
毎
年
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
理
解
や
被
害
者
支
援

の
必
要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口
】

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
相
談
窓
口
で
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

少
し
だ
け
で
も
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

福
岡
県
警
察
本
部
内 

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
に
、

　
女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０
）

◦�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※�

24
時
間
対
応
で
、
女
性
の
臨
床
心
理
士
と

女
性
警
官
が
対
応
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平

日
夜
間
、
土
・
日
・
祝
休
日
は
男
性
警
官

が
対
応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
第
一
課

被
害
者
支
援
・
相
談
係
（
☎
６
９
１
‐
０

１
１
０
）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
北
九
州
地
区
】
12
月
11
日
水
・

午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�

と
こ
ろ
　【
北
九
州
地
区
】
ウ
ェ
ル
と
ば

た
（
戸
畑
区
汐し
お
い井
町
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�
対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
、
介
護
分
野
に
就
業

し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５

８
４
‐
３
３
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
起
業
し
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
失
敗
し
た
ら
不
安
、
ど
の

よ
う
な
事
業
や
法
人
の
形
態
を
選
べ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
あ
と
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
人
へ
の
一
助
と
な
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
起
業
に

興
味
が
あ
る
人

▽�

と
き　
令
和
７
年
１
月
15
日
水
・
午
後
１

時
30
分
～
５
時

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�

内
容

①
起
業
し
た
い
人
の
た
め
の「
起
業
ネ
タ
探
し
」

②�

創
業
計
画
・
資
金
計
画
・
収
支
計
画

③
労
働
者
協
同
組
合

▽
定
員　
70
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
‐

２
５
１
２
）

芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
終
え
て

　

拾
っ
て
も
拾
っ
て

も
、
上
流
域
か
ら
流

れ
て
く
る
ご
み
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
凄
ま
じ
い
ご

み
が
芦
屋
海
岸
・
洞

山
や
岩い
わ
や屋
海
岸
に
漂

着
し
、
ま
た
響ひ
び
き
な
だ灘
へ

と
流
出
し
、
芦
屋
海
岸
の
観
光
と
漁
業
資
源

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
…
…
か
つ
て
の

ご
み
の
惨
状
を
パ
ネ
ル
や
ス
ラ
イ
ド
映
写
で

流
域
の
環
境
保
護
団
体
、
自
治
体
に
訴
え
続

け
た
結
果
、「
海
は
森
の
恋
人
」
と
い
う
理

念
を
持
つ
「
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
の
心

に
響
き
、
清
掃
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
22
回
目
と
な
る
芦
屋
海
岸
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
地
元
、
芦
屋
町
の
自
然
を
守

る
会
と
洞
山
保
存
会
は
、
大
勢
の
参
加
者
の

受
け
付
け
や
各
班
の
道
案
内
を
行
い
、
清
掃

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

�

芦
屋
の
自
然
を
守
る
会

小
児
慢
性
特
定
疾
病
を
も
つ

こ
ど
も
の
親
の
つ
ど
い

　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
を
も
つ
子
の
就
学
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
先
生
の
講
演

や
、
保
護
者
の
体
験
談
を
聞
き
、
親
同
士
で

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
前
向
き
な
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
つ
ど
い
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
18
日
水
・
午
後
１
時
～
３
時

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ
　
福
岡
県
粕
屋
総
合
庁
舎
３
階

（
福
岡
市
東
区
）

※
同
時
に
W
e
b
開
催
も
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
こ
ど
も
と

そ
の
家
族
、
市
町
村
職
員
な
ど

※�

こ
ど
も
の
同
伴
は
可
能
で
す
。
託
児
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　

12
月
11
日

水
ま
で
に
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
６
‐
２
３
６
６
）

みんなの

ひろば

福岡県社会福
祉協議会福祉
人材センター

小児慢性特定
疾病のつどい
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●
浜は

ま

木ゆ

う綿
俳
句
会

藁わ
ら

馬
の
武
者
は
女め

の
子
や
い
わ
し
雲

�

池
田
千
恵
子

彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花
咲
く
教
会
の
案あ

な
い内
板ば

ん

�

吉
住　
利り

え枝

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

殊
沙
華
平へ

い
け家
を
悼い

た

む
石せ

き
と
う
ぐ
ん

塔
群

�

小
川　
雪
野

縄
文
よ
り
漁
継
ぐ
集
落
鳥
渡
る

�

池
田　
幸ゆ

き
と
し利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

秋
澄
む
や
被ひ

だ
ん
き
ょ
う

団
協
へ
の
平
和
賞

�

田
尾
三
千
枝

幣ぬ
さ

張
れ
ば
草
木
み
な
神
秋
祭
り

�

縄
田　
惠
子

定じ
ょ
う
や
ど宿は
阿あ

そ蘇
の
山さ

ん
ろ
く麓
花
す
す
き

�

仲
山
ク
ニ
子

国く
に
び引
き
の
神
も
舞
降
り
秋あ

き
た
い
さ
い

大
祭

�

桐
山　
美よ

し
え枝

●
水み

ず
く
き茎
短
歌
会

風
そ
よ
ぎ
揺ゆ

れ
る
コ
ス
モ
ス
咲
き
み
だ
れ

空
家
の
庭
は
淡
く
染
ま
り
ぬ

�

村
上　
一か

ず
え惠

枝
先
の
青
き
甘あ

ま
な
つ夏
台
風
に

ゆ
さ
くゆ

さ

揺ゆ

れ
し
も
落
ち
る
こ
と
な
し

�

田
中
勢せ

つ

こ
津
子

変
化
な
き
独
り
ぐ
ら
し
の
夕ゆ

う
ぐ暮
れ
に

歌
っ
て
お
り
ぬ
「
ゆ
う
や
け
こ
や
け
」

�

後
藤　
征ゆ

き
こ子

う
す
紅
の
夏な

つ
ず
い
せ
ん

水
仙
の
群
れ
咲
き
し

な
だ
り
に
朝
の
風
の
爽
や
か

�

麻
生　
清き

よ
こ子

婚活マエストロ
� 宮

みや
島
じま
　未

み な
奈　著  

　40 歳の三文ライター・
猪
い な が わ
名川健人は、時代遅れの

婚活事業会社の紹介記事を
書く仕事を引き受ける。手
作り感あふれる地味なパー
ティーに現れたのは、場違
いなほどの美女・鏡

かがみはら
原奈緒

子。進行役の彼女は婚活業
界では名を知らぬ者はいな
い〈婚活マエストロ〉だった。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�２日月、９日月、16日月、23日月、
26日木、29日～令和7年１月３日金

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

と　き 　　出　演・催　し　　
４日水 赤ちゃんおはなし会たっち
14 日土 お話しポケット
22 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から
※�８日日の定例おはなし会は、「冬の特別おは
なし会」開催のためありません。

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　図書館は年末年始は休館です。そのため、通常 10
冊までの貸出冊数を無制限とします。この機会に、
長編小説や全集、絵本などをたくさん借りて読書を
楽しんでみませんか。

▽ �期間　12月10日火～28日土、１月４日土～13日月
※ �1 月 15 日水～ 24 日金は蔵書点検のため休館し
ます。

貸出冊数無制限

【一般書】
五
ごよう
葉のまつり 今村　翔

しょうご
吾� 著

気の毒ばたらき 宮部　みゆき� 著
架
か く う は ん

空犯 東野　圭
けいご
吾� 著

音のない理髪店 一
いっしき
色　さゆり� 著

【児童書】
チカクサク 今井　恭

きょうこ
子� 作

おおなわ　跳びません 赤
あかはね
羽　じゅんこ� 作

こてんちゃんがきた！ いとう　みく� 作
もう　ねむる　じかん エイミー・ヘスト�作
はじめてのクリスマス マック・バーネット�作

　大型絵本の読み聞かせや舞台を使ったペープサー
トなど、「冬の特別おはなし会」を楽しんでください。

▽ �とき　12月８日日・午前 10時 45分～正午

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　50人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　11月 1日から定員に達するまで、図書
館カウンターまたは電話で受け付け
※�定員に満たない場合は、当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティア（にじの会、めるへ
ん、おはなしトントン、お話しポケットほか）

図書館からおはなしのプレゼント
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